
第５学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

 
福岡市立玄界小学校  教諭  鬼塚 正博 

 
１．単元名  私たちの未来のために…～My SDGs をつくろう～ 

 
２．単元の目標 

 ・ SDGs について知り，よりよい学級や自分になるための目標を設定することができる。 
（知識・技能） 

・ 自分の学校や学級，自分自身の課題をもとに，よりよくするための SDGs の目標を考えたり，ま

とめたものを発表したりすることができる。                （思考・判断・表現） 
・ 学校や学級，自分自身をよりよくするための SDGs の目標を考え，実践することができる。 

                             （主体的に学習に取り組む態度） 
 
３．単元について 

 （１）教材観 

    本単元では，2015 年９月に国連サミットで採択された「SDGs」を通して，自分の住んでいる学

校や学級を見つめなおし，よりよく過ごすためや自分の成長のために，それぞれの課題解決に向け

た SDGs の目標やターゲットを設定していく。SDGs を自分の身近な学校や学級の目標の１つとして

設定し、自分たちの言葉に置き換えて決定することで，高学年として自分たちの力でよりよい学校

づくり，学級づくりに対しての意欲や意識を高めることができる教材である。 

そして，これらの活動を通して，最後は自分自身に立ち返り，今の自分の課題から SDGs の目標

を決め，ターゲットを考えることで，目標を達成するために，継続的に努力し続けることができる

教材である。 

    この学習を通して，SDGs という世界的目標から自己の生き方について考えることができ，意義

深い教材であると考える。 

 （２）児童観 

本学級の子どもたちは，これまでの学級活動などで，学級や１年間，１学期の目標など，様々な

場面でより良い自分に成長するための目標を設定してきた。節目ごとに自分で決めた目標に対し

て，振り返りは行ってきたが，日常生活の中で，常に自分で決めた目標を意識して過ごすまでには

至っていない子が多くいる。また，現在の社会情勢から，様々なことが制限されており，高学年と

しての意識が薄かったり成長していこうとする意欲が低かったり，５年生として，６年生とともに

自ら進んでより良い学校へしていこうとする意識や姿はあまり見られない。 

    これまでの総合的な学習の時間において，自分たちで課題を見つけ，課題解決のための情報収

集，整理・分析をしたり，自分なりの方法でまとめ，発表したりするなどの学習方法は身に付けて

いる。しかし，これらの活動を通して，自己の生き方を考えるまでには至っていない。 

 （３）指導観 

本単元の指導に当たっては，SDGs に興味や関心をもつことができるよう，SDGs について詳しい

方を GT として招聘し，SDGs について学ぶ場を設定する。事前に GT には，子どもたちに分かる言



葉で簡単に説明していただくように依頼しておく。その後，目標ごとに資料や参考になる HP名を

書いたヒントカードなどを用意し，簡単に調べたりまとめたりすることができるようにするなど，

SDGs に対しての興味や関心が徐々に高まるようにする。 

    次に，学級についての課題から SDGs の目標を設定していく。課題を明確にするために，学級の

様子に一番詳しい学級担任をGTとして招聘し，本学級についての話を聞く場を設定する。その後，

明確になった学級の課題をもとに，SDGs の目標を決め，学級の課題に合った言葉に直し，表現物

を作成し発表していく。発表の際は，再度 GT（学級担任）を招聘し自分たちが設定した「５－１

SDGs」を聞いてもらうことで，活動の目的をもたせ意欲的に取り組むことができるようにする。 

    さらに，小学校や自分自身の課題から，それぞれの SDGs の目標を設定する。学級の SDGs の目

標を設定した時と同じ学習過程や活動を行っていくことで，これまでの経験から，より課題に沿っ

た SDGs の目標を設定することができ，表現物の作成や発表に向けての準備など，スムーズに取り

組みができるようにする。最後に，自分の課題から SDGs を設定する際に，誰もが見ることができ

る場所に掲示することを意識させることで，継続して取り組むことができる目標設定をさせる。ま

た，これからの自己の生き方を考えることができるように，振り返りを記入する学習プリントを準

備しておく。 

 （４）ＥＳＤとの関連 

  ・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

多様性…よりよくなるために改善したい様々な課題をもとに，１７ある SDGs の目標から適切な

目標を設定することができる。 
連携性…自分たちが設定した SDGs の目標を達成するために，一人一人が意識して友だちと協力

して取り組むことができる。 
  ・本学習で育てたいＥＳＤの資質・能力  
   クリティカルシンキング 
    様々ある課題から，学校や学級，自分をよりよくするために改善したいことを，話し合いながら

決定する。また，話し合って決めた課題をもとに，１７ある SDGs の目標の中から適切なもの

を話し合って決定する。 
コミュニケーション力 

    相手の話を考えながら聞いたり自分の考えをはっきり伝えたりしながら，互いの考えの相違を

受け入れ，改善したい課題や SDGs の目標を設定する。 
  ・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

世代内の公正と世代間の公正 

    学校，学級などの課題をもとに，設定した SDGs の目標やターゲットを自分一人で達成するのは

難しい。学校においては１年生から４年生，６年生，学級においてはクラスメイトに，それぞれ

設定した SDGs の目標やターゲットを，対象の人に周知したり理解したりしてもらうことで目標

達成が可能になると考える。 

互いの人権・文化を尊重する 

    SDGs の目標を設定するにあたって，学校や学級の課題を理解することが必要だ。しかし，課題

と感じることは児童一人ひとりで違うこともある。交流活動において，自分の考えをしっかり主張

することは大切だが，お互いの考えを理解し認め合うことで，自分の考えを深めたり，新たな知識



を獲得したりすることができ，その結果，よりよいSDGsの目標を設定することができると考える。 

  ・達成が期待されるＳＤＧｓ 

４ 質の高い教育をみんなに 

５ ジェンダー平等を実現しよう 

１７ パートナーシップで目標を達成しよう 

 

４．単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① SDGs について理解し，説

明することができる。 

 

② 学校や学級，自分自身の

課題をもとに，SDGs の目標

を設定することができる。 

① 交流活動を通して，自分

の考えを深め，広げること

ができる。 

② 考えた SDGs の目標やタ

ーゲットを，説明すること

ができる。 

① 自分が設定した SDGs の目標を

意識して行動することができる。 

 

② 学んだ SDGs を，周りの人に広

めようとする。 

 

５．単元の指導計画（全３９時間） 

次 主な学習活動 学習への支援（・） 
評価（△） 

備考（・） 

１ ○ SDGs について調べ，分かりやすく

発表する。 

・ SDGs について知る。 

 

・ 福岡市の SDGs について知る。 

・ 学習課題を設定する。 

 

 

 

 

・ SDGs の目標について調べる。 

・ 調べた SDGs を発表する。 

 

 

・ SDGs に興味をもたせるため，Ｃ

Ｍなどの映像を見せる。また，一

般企業でも SDGs に取り組んでい

ることに気付かせる。 

・区役所の方を GTとして招聘し，福

岡市の取り組んでいる SDGs につ

いて話してもらうことで，身近な

ところでも SDGs に取り組んでい

る人がいることに気付かせるとと

もに興味をもたせる。 

・ SDGs が調べやすいように，目

標ごとに資料やＨＰ名を準備して

おく。 

 

 

 

 

 

 

△イ①② 

（思判表） 

 

 

 

△ア① 

（知・技） 

△ウ② 

（主体的） 

２ ○ よりよい６年生になるための「５

－１SDGs」を作る。 

・ 学級について話し合う。 

 

 

・ GT（学級担任）から話を聞く。 

 

 

・ SDGs の目標を設定するために，

学級の課題を明確にする話し合い

の場をつくる。 

・ 学級担任や関わりのある教師を

 

 

 

 

 

 



・ 学級の SDGs の目標を決める。 

 

・ グループごとに目標のターゲット

を考える。 

・ 考えた目標のターゲットを発表す

る。 

GT として招聘することで，学級の

課題を明確にする。 

・ 目標のターゲットを考えやすく

するために，学級の課題について，

どういうところを改善していきた

いのか具体的にする話し合いをし

たりアンケートをしたりする。 

・ 難しい言葉は使わず，自分たち

がイメージしやすい言葉を使うよ

う指導する。 

△ア② 

（知・技） 

△イ①② 

（思判表） 

△ウ①② 

（主体的） 

３ ○ よりよい学校にするための「福浜

小 SDGs」を作る。 

・ 学校について話し合う。 

・ GT（校長）から話を聞く。 

・ 学校の SDGs の目標を決める。 

・ グループごとに目標のターゲット

を考える。 

・ 考えた目標のターゲットを発表す

る。 

・ SDGs の目標を設定するために，

学校の課題を明確にする話し合い

の場をつくる。 

・ 学校長をGTとして招聘すること

で，学校の課題を明確にする。 

・ 目標のターゲットを考えやすく

するために，学校の課題について，

どういうところを改善していきた

いのか具体的にする話し合いをし

たりアンケートをしたりする。 

・ 難しい言葉は使わず，１年生も

理解できる言葉を使うよう助言す

る。 

 

 

 

 

△ア② 

（知・技） 

△イ①② 

（思判表） 

△ウ①② 

（主体的） 

４ 〇 よりよい６年生になるための「My 

SDGs」を作る。 

・ 自分自身について考える 

・ 自分の SDGs の目標やターゲット

を考える。 

・ 表現物を作成し掲示する。 

 

 

・ これからの自分自身に生き方につ

いて考える。 

 

 

・ 自分について振り返ること場を

設定し，SDGs の目標を決めやすく

する。 

・ 表現物を作成するときは，見や

すく分かりやすいように，キーワ

ードで表現するよう助言する。 

・自分が決めた SDGs をもとに，今後

の自分の行動や発言について考え

る場を設定し，取り組む意欲を高

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ア① 

（知・技） 

△ウ① 

（主体的） 

 

 

 

 



６．指導の実際 

〈 １ 次 〉 

 〇 最初に，SDGsに興味や関心をもつことができるよう，子ども達の知っている企業のＣＭやYouTube，

学校から配布される広告などを見せ，SDGs の活動が身近なところで行われていることに気付かせる

ようにした。また，福岡市も SDGs の目標を掲げ取り組みをしていることを知らせ，どんな活動をし

ているのか詳しく知るために，福岡市役所の方を

GT として招聘した。子ども達は興味をもって聞く

姿が見られ「SDGs は，これからの未来が良くなる

ようなこと。」「１０年後のことを考えてみて，未

来について考えてみるのもいいかな。」など，前向

きな感想が聞かれた（資料１）。 

   その後，「SDGs について詳しく調べ，クラスのみんなに伝えよう」という学習課題を設定し，１７

のグループに分かれ，それぞれの SDGs の目標について調べていった。グループに分ける際は，活動

意欲を高めるために、どの目標について調べたいのか希望をとり，その希望をもとにグループ分けを

行った。調べる活動では，活動意欲や興味・関心を高めるため，目標ごとに参考になる資料やＨＰ名

を準備し，簡単に調べたりまとめたりすることができるようにした。調べたことは，表現物にまとめ，

発表の場を設定した。発表の際は，「１分３０秒以内」「分かりやすい説明」の条件を付けた。そのこ

とで，どんな言葉を使って発表すればいいのか，また，短い時間内で何を説明すればいいのかという

ことに発表の視点を置くことができ，グループ内で話し合いながら進める姿を見ることができた。発

表の際は，再度，GT（福岡市役所の方）に来ていただき，調べた成果を見もらった。 

〈 ２ 次 〉 

 〇 福岡市役所の方に，「５年１組の SDGs について考えてみよう」とい

う提案をしてもらい，学習課題②「よりよい６年生になるために５年

１組 SDGs をつくろう」を設定した。 

   最初に，課題を明確にするために，学級についての振り返りを行っ

た。良さや課題について「授業中のおしゃべりが多い」「ケンカをす

る」など様々な意見がでた。そこで，本学級に一番詳しい学級担任を

GT として招聘し，本学級の良さや課題について話してもらった（資料

２）。ここでは学級担任としての思いも伝えてもらった。学級についての話し合いや GT の話をもと

に，３番，５番，10番，12 番，16 番の目標を５年１

組 SDGs とし，それぞれの目標のターゲットを考えて

いった。その後，表現物にまとめ，再度，学級担任を

GT として招聘し，発表を行った。「自分が取り組む

SDGs を少しずつ達成していきたい。」「自分がどう行

動すれば良いのか考えて目標に取り組む」など（資料

３），５年１組 SDGs の取り組みに前向きな感想が多

く見られた。 

〈 ３ 次 〉 

 〇 ５年１組 SDGs を設定した後，同様に「福浜小 SDGs」を作成した。学習課題③を「よりよい福浜小

 

資料１・子どもの感想 

 
資料２・GT（学級担任） 

 
資料３・子どもの感想 



にするための SDGs について考え，『福浜小 SDGs』をつくろう」とした。

学校長を GT に招聘し，良さと課題，校長としての思いを話してもらっ

た（資料４）。それをもとに，３番，５番，６番，10 番，12番，14番，

15 番，16 番の８つを目標と設定し，１年生から６年生までが取り組め

るターゲットを考えた。考えたターゲットは，表現物にまとめ発表し，

学校の廊下にしばらく掲示した。 

〈 ４ 次 〉 

   最後に，よりよい６年生になるために「My SDGs」を考えた。学級

や学校の SDGs を考えるときと同様に，まず，自分を振り返り，良さ

や課題を明確にし，SDGs の目標を設定した。設定した SDGs の目標

のターゲットを考え，表現物を作成し（資料５），よりよい６年生に

なるために達成する SDGs の目標とターゲットを，クラスの友達の

前で宣言させた。表現物は，誰もが見ることができる掲示板に掲示

し，いつでも自分や友達の目標やターゲットを確認したり振り返っ

たりすることができるようにした。 

 

７．成果と課題 

【成果】 

 ① 総合的な学習の時間の目標から 

  〇 最初に SDGs について学習ために，GTを招聘したり，自分たちで調べながら詳しく学習していっ

たりしたことで，SDGs にとても興味をもち，意欲的に学習にも取り組む子どもの姿が見られた。 

  〇 自分たちで SDGs の目標や決めターゲットを考えたことで，決めた目標やターゲットを意識して

学校生活を送る姿が見られた。 

 ② ESD の視点から 

  〇 主に養いたい ESD の視点（見方・考え方）の連携性では，目標を調べたりターゲットを話し合い

ながら考えたりする活動を通して，お互い声を掛け合いながら表現物を作成したりアイデアを出

したりする姿が多く見られるようになった。 

  〇 主に育てたい ESD の資質・能力の「コミュニケーション力」では，国語科の「話す・聞く」の学

習と関連づけて，立場によって聞き方が変わることを意識させたため，スムーズに話し合い活動を

行うことができるようになった。また，学習を進め，何度も話し合い活動を仕組んでいくと，お互

いの考えを尊重したり受け入れたりする姿も徐々に増えてきた。 

【課題】 

 ① 総合的な学習の時間の目標から 

  ●  実施時期が遅かったこともあり，自分の SDGs を作成したものの，取り組む期間が短くなってし

まい，その後の振り返りも十分行うことができなかった。 

 ② ESD の視点から 

  ● 変容を促す ESD の価値観の「世代内の公正と世代間の公正」において，学校の SDGs を作成した

ものの，周知がうまくいかず他学年への広がりが不十分だった。また，地域の SDGs も作りたいと

いう意欲があったが実現することができなかった。 

 
資料５・My SDGs（表現） 

 
資料４ GT（校長先生）の話 


